平成１９年度

～大宮地区第一回技術講習会～
	パネルの作り方講座


	上尾南高等学校顧問：阿部哲也


上尾南高校演劇部公式サイト（携帯版）
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※本資料は、こちらから転載したものです。
	パネルの作り方１


舞台装置の基本─パネル。その作り方をご紹介します。 
はじめに

安全第一！
大道具作りは大変楽しいものですが、怪我をしやすい作業でもあります。
大工道具は大抵、「重くて固いもの」、「鋭く尖ったもの」、「よく切れるもの」のどれかです。くれぐれも怪我をしないよう、安全確保には十分注意してください。
道具を扱うときは廻りをよく見て、他の人にも怪我をさせることがないようにしましょう。
使い終わった道具を出しっぱなしにしないこと。ほんの数分でも目を離した隙に、誰かが踏んだり乗ったりするかも知れません。
ふざけて扱ったり、わざと人に向けることは論外です。
以上を守って、楽しく安全に作業しましょう。 
基本編

尺貫法

舞台装置のサイズは尺貫法で測ります。
是非覚えましょう。 
	尺貫法
	メートル法

	１間（＝６尺）
	１８１．８ｃｍ

	１尺（＝１０寸）
	３０．３ｃｍ

	１寸（＝１０分）
	３．０３ｃｍ

	１分
	０．３０３ｃｍ


角材 

ホームセンターか材木屋さんで購入しましょう。
なるべく乾燥していて真っ直ぐで、節が少なくてひび割れのないものを選ぶようにしたいものです。長い間店先に立てかけられていた角材はたわんでいたりしま すし、乾燥が足りない材木は重い上に後から曲がったり捻れたりします（黴びたりもします）。良い大道具作りは良い材料選びから。
太さによって呼び方が違います。次のどちらかを使うとよいでしょう。ちなみに、本校のパネルは基本的に垂木で作っています。 

	角材
	寸法
	特徴
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	小割
	２cm×３cm
	細いので軽いパネルが作れますが、扱っていないホームセンターもあります。 
	

	垂木
	３cm×４cm
	赤松材が多い。やや太くて重いがその分丈夫。大抵のホームセンターで売っています。
	


ベニヤ 

厚さ２mmの一番薄いベニヤ（通称「薄ベニ」またはシナノキで作るから「シナベニ」）を使います。
上に人が乗ったりする装置を組み立てる場合は、厚さ１２mmの「コンパネ」を用います。
文化祭のシーズンは、使用済みのベニヤを大量にゲットするチャンスです。また、選挙期間後に立候補者ポスターの掲示板を払い下げてもらうという手もあります。地区の選挙管理委員会に問い合わせてみましょう。
	寸法
	使用目的

	　　２寸（６５mm）
	垂木の枠

	　　１寸７分（５０mm）
又は１寸５分（４５mm）
	小割の枠

	　　１寸２分（３６mm）
	ヌキ板（５分厚の板）
コンパネなど

	　　８分（２４mm）
	ベニヤ


釘 

釘は、 打つ角材の厚みの２～３倍程度の長さのものを用います。パネルを作るのに必要なのは次のサイズです。
打ち損じを含めて、思ったよりも沢山使うものなので、できるだけまとめ買いすべきです。できれば箱で買っておくとよいでしょう。 
	パネルの作り方２


道具編

良い道具は値段も張りますが、早く綺麗に仕上げることができます。可能な範囲でなるべく良い道具を揃えたいものです。
カナヅチ 

１００円ショップでも手に入りますが、ホームセンターなどで購入する方が良いと思います。使いよいし安全です。舞台では急いでバラシを行うので、頭の反対側が釘抜きに[image: image3.png]35 ~ d50n
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なっているものがよいでしょう。
「舞台屋玄翁」と呼ばれるものを「ナグリ」と呼びます（左図）。プロの大道具さんが使っています。頭をくさびで留め、ネジで固定してあるので大変丈夫です。２寸の釘をいくら引っこ抜いてもびくともしません。値段は３千５百～５千円くらいです。少し高く感じるかもしれませんが、「大道具に青春をかけるぞ」 という人は是非購入しましょう。
※舞台屋玄翁は、▼東急ハンズや▼吉沢利工さんからネット通販で入手できます。
	▼東急ハンズ
http://www.hands-net.jp/top.html
HOME >> 日曜大工・ホビー >> 大工道具・工具 >> 大工道具 >> ハンマー・タッカー・ヤスリ >> 舞台屋玄能　尺2柄

	▼吉沢利工
http://www.h6.dion.ne.jp/%7ey3-rikou/


ノコギリ 

縦引き（木目に沿って切る）と横引き（木目を横切って切る）用に、両刃になっているものが良いでしょう。よいノコギリを使うと作業効率が全然違います。
使い終わったら、錆びないように軽く油を引いて、必ず袋かケースに入れて保管しましょう。道具の手入れは基本中の基本。これをおろそかにするようでは腕は上がりません。
メジャー類 

曲尺
直角を測る物差しです。尺目盛りのあるものがよいでしょう。
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一般に長いほど精度が高いのですが、１尺（３０cm）もあれば十分だと思います。
使い方は様々あって、単純な形から想像できないほど奥の深い道具ですが、取り合えずは直角を取れるようになれればＯＫ。 
コンベックス
金属製のいわゆる「巻き尺」です。尺目盛りのものを選びましょう。引き出しても勝手に戻らないよう、ストッパー付のものがよいでしょう。
目盛りが不正確だと正確なパネルは作れません。ＪＩＳ１級を購入してください。目安としては、メジャーの端に付いている金具に鋲が３つ打ってあるものを選ぶことです。
大型カッター 

ベニヤをカットするためのものです。替え刃のサイズがＨサイズのものがお薦めです。 刃を出し入れする時カチカチとスライドさせるタイプより、図のようにネジで固定する方[image: image5.png]HE (3308 250 FE 0. Tom)




式の方が安全だと思います。
ベニヤをカットしていると、すぐに刃先が刃こぼれしてしまいます。こまめに折取りながら使いましょう。切れ味の悪い刃物は作業効率に影響するだけでなく、つい余分な力が入って手が滑る原因になり、大変危険です。
	パネルの作り方３


基礎技術編

パネルを組み立てるに当たって必要な、基本的技術をご紹介します。

直角を取る
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パネルの基本は一にも二にも直角です。図のように曲尺を当てて、しつこく直角を取りながら作業しましょう。

黒板用の古くなった要らない三角定規があれば便利です。数学科の先生にお願いして、払い下げてもらうとよいでしょう。

あるいは自分でベニヤを切って、大きな三角定規を作ってしまうのも手です。 
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罫書き（ケガき）

ノコギリで切りたい場所に、鉛筆やサインペン、マジックなどで線を引くことを「罫書く」といいます。
ノコギリを引くとき、どこからでも線が見えるよう、角材の三面に罫書きます。 
きちんと直角が出るように、図のように曲尺を当てて罫書きましょう。
釘の打ち方

釘は必ず、図のように２本ずつ、互いに斜めになるように打ち込みます。こうすることで抜けにくくなり、強度が増します。
平行に打つと抜けやすいので注意。 

[image: image8.jpg]


ナグリの柄の７～８分目の辺りを握り、頭の重さを利用して勢いよく釘を打ち込みます。
よく、柄を短く持ってトントントントン何度も何度も叩いている人※がいますが、これは駄目。勢いよく叩いて少ない回数で打ち込んでしまいましょう。でも、くれぐれも自分の指を打たないよう気をつけましょう。安全第一をモットーに。
※ナグリの柄に沿わせるように人差し指を伸ばして持つ人に多いようです。ナグリの柄は「げんこつ握り」でしっかり握りましょう。
	パネルの作り方４


組立編

それでは、実際にパネルを作ってみましょう。 
パネルの大きさ

ベニヤの大きさと同じか、その整数倍のサイズが基本です。
ベニヤのサイズは大体９１cm×１８２cmで、約３尺×６尺です。これを「サブロク」と呼びます。サブロクはドアやふ[image: image9.png]—




すまを作るのに向いています。 
大きいパネルを作るには、ベニヤを３枚組み合わせて９尺×６尺にします。これを「クンロク」と呼びます。壁などに用いるのはクンロクのパネルが一般的です。

一般教室などに建て込むときは天井の梁が邪魔になるので、タッパ（高さ）を８尺にすると良いでしょう。

ここでは、頑張ってクンロクのパネルを作ってみましょう。
角材の切断

ベニヤのサイズを９１cm×１８２cmとした場合、角材を上左図のように切断します（垂木と小割では寸法が違いますのでご注意下さい）。
小売りしている角材は、３６０～４００cmのものと１８２cmのものが多いようです。
図の１と２は３６０～４００cmの角材から、４と５は１８２cmの角材から切り出します。
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	パネルの作り方５


組立編

枠組み１

まず最初に外枠を組みましょう。
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垂木を左図のように組み合わせます。縦木の天地を横木で上下から挟むように組みます。縦木で横木を左右から挟むようにしない理由[image: image13.jpg]


は、パネルを動かそうと横方向に引っ張ったとき外れてしまうおそれがあるからです（中央図）。 

角材は上図のように、断面の広い方の面を外側に向け、短い方の面にベニヤを打つように組みます。
垂木で枠を組む場合なら、３cmの面を下にします。
枠組み２
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外枠の次は、ベニヤの継ぎ目に当たる角材の場所を決めます（左図のＡとＢ）。
左図のＡとＢの角材には、ベニヤとベニヤの継ぎ目がきます。

継ぎ目にくる角材の位置がずれていると、後でベニヤを貼る時にどちらかのベニヤに釘が打てなくなります（右図）。そうなってからでは手遅れです。

枠を組む時には実際にベニヤをあてがい、継ぎ目が角材の真ん中に来るよう正確に場所を決めてから、Ａ材とＢ材に釘を打ちます（写真）。
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	パネルの作り方６


組立編

補強材

[image: image17.png]
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左図のように補強材（網掛）を打ちます。
十字型に角材を組む場所は、まず片方をＴ字型に組んで釘を打ち、後から斜めに釘を打つようにします。十文字ではなく、クランクのように互い違いに打っても別に構いませんが、できあがりの見栄えが少し悪くなります。まあ、好みの問題ですが。

補強材の罫書き

後でベニヤの上から釘を打つ時に補強材の場所がわかるように、外側から見える面にも罫書いておきましょう。
罫書いた間に真っ直ぐ釘を打つには、メジャーで目印をつけるか、墨壷を使います。また、「チョークライン」なら跡が残らず便利です。
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	パネルの作り方７


組立編

ベニヤ貼り

ベニヤの四隅はかなり正確な直角です。ですから、枠の方をベニヤに合わせるように直しながらベニヤを貼ってゆけば、[image: image20.png]


直角なパネルができあがります。 

（1） ベニヤの１辺に釘を打ちます。釘は８分釘（２４mm）を使います。
隅に最初の釘を打ち、そこを基点に隣の隅へ向かって打ってゆきます。釘を打つ間隔は２０～３０cmくらいで良いでしょう。
（2） ベニヤの隣り合う２辺と角材が揃うかどうかをチェックします。揃っていなければ、枠の方をコンコンと軽く蹴飛ばしてベニヤと合わせます。
（3） 最初に打った釘から、初めの列とは直角に釘を打ってゆきます。
コーナーの補強
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ベニヤを一辺７分位（約２０cm）の直角二等辺三角形にカットし、パネルの裏側から四隅と角材の交点に打ち付けます（左図）。こうすることでパネルは箱構造となり、飛躍的に強度が増すのです。 

角材と角材の交点には、右図のようにベニヤを貼って補強します。十字型に角材がクロスしている場所は、７分×７分の正方形のベニヤを貼ります。
ベニヤの切り方

ベニヤはカッターで切ります。ノコギリで切ろうとしてはいけません。さ[image: image23.png]


さくれができるだけで、絶対にうまく切れません。
図のように、垂木か抜き板を定規代わりにして、４分厚（１.２cm）のコンパネなど、傷が付いてもよい板を下敷きにして切ります。
Ｈサイズ（刃幅２.５cm）のカッターだと、薄ベニが厚紙を切るようにザクザクと切れます。怖い位によく切れますから、くれぐれもケガをしないように注意しましょう。安全第一をモットーに。
	パネルの作り方８


仕上げ編
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新聞紙を貼る

ペンキを塗る前に新聞紙を貼ります。
ベニヤにペンキを直接塗ってしまっても良いのですが、仕上がりは段違いです。時間と労力の許す限り、極力新聞紙を貼りたいものです。
あらかじめ新聞紙を１／８サイズに切っておきます。
次に、洗面器かバケツに木工用ボンドを大量に入れ、水で２倍程度に薄めます。薄めたボンドを新聞紙片に塗り、図のように１～２cmずつ重ねるようにしてパ ネルに貼り付けてゆきます。ボンドを塗るのにハケを使うとすぐなくなってしまって勿体無いので、素手で直接塗ってしまいましょう。
気泡ができたら、すぐに上から表面を撫ぜて空気を抜きます。多少のシワは、乾いて紙が縮めば目立たなくなります。要は丁寧に根気よく貼ることです。
パネルの縁は裏側まで折り込んでしまいます。
人形打ち

[image: image25.png]


「人形」（又は「人形立て」）を打ちます。
上左図のように、パネルと人形がずれないように垂木を当てがって位置を決めながら、２～３ヶ所に２寸釘を打って留めます。このとき、釘の頭を最後まで打ち込んでしまわず、１cmくらい残しておきます。バラすときに抜きやすくしておくためです。
釘を打った後、残した頭に釘抜きを引っかけて、クイッと捻るようにして釘を少し曲げます（上右図）。こうしてパネルと人形が緩まないようにするのです。これを「釘を締める」といいます。 

[image: image26.png]


劇場に搬入した後に人形を打つよりも、あらかじめ蝶番で人形を折りたためるようにしておくと、搬入してすぐに建てられるので便利です（写真）。
これは大宮光陵高校さんのパネルを参考にしました。素晴らしい工夫なので、真似させていただいています。ありがとうございます。
参考資料

	「ＴＨＥ　ＳＴＡＦＦ　ザ・スタッフ舞台監督の仕事」
伊藤弘成著
晩成書房刊　3400円＋税
ISBN4-89380-169-4


高校演劇のバイブルとでも呼ぶべき本です。舞監・演出・美術・照明・音響等、裏方の仕事について一から十まで詳説されています。大概のことならこれ一冊で間に合います。まさに演劇部員必携の書と云えます。 少なくとも、部費で一冊揃えておくべきです。
※　図書室に頼んで購入してもらうという手もあります。
1
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